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宮崎市地域コミュニティ活動交付金実績報告書

令和 ５年 ３月３１日

宮 崎 市 長 殿

主たる事務所の所在地 宮崎市佐土原町東上那珂 14502

名 称 那珂小学校区地域づくり協議会

代 表 者 の 氏 名 三 浦 秀 明

電 話 番 号 ０９８５－７４－０１７８

令和４年５月２７日付で交付決定のありました地域コミュニティ活動交付金については、

宮崎市地域コミュニティ活動交付金に関する規則第１９条第１項の規定により、関係書類

を添えて実績報告書を提出します。

添付書類

（イ） 事業実施報告書

（ロ） 収支決算書

（ハ） 事業別収支計算書

（ニ） その他



（様式第６号）

（１）収入の部

（２）支出の部

令和４年度　事業実施報告・収支決算（見込）書

佐土原地域自治区　　　　　　

那珂小学校区地域づくり協議会

１　総括

  コロナ感染を意識した事業計画という事もあり,ほぼ実施することが出来たが防災訓練事業
のみ安否訓練のみとなった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   
令和３年度より取り入れた「那珂まつり花火大会事業」「ウォーキング大会事業」は２年目と
なったが引き続き高評価を頂いた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
又、令和４年度に１回目の「グラウンドゴルフ大会事業」も高齢者と体育部会員の交流の場と
なり盛り上がった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
コロナ感染に影響されない「見守り事業」「石崎川ふれあい公園花いっぱい事業」　　　　　　
「イルミネーション事業」は例年通りの事業ができた。

２　収支決算

（単位：円）

項　　目 予　算 決　算 差 備　考

地域コミュニティ活動交付金 960,600 960,600 0

繰越金 77,132 77,132 0

補助金 0 0 0

負担金 0 0 0

その他 0 2 2

合　　計 1,037,732 1,037,734 2

分野 事　業　名 実施年数 予　算 決　算 差 備　考

防 見守り事業 １７年目 157,670 146,790 ▲ 10,880

防 防災訓練事業 １７年目 32,950 8,143 ▲ 24,807

環 石崎川ふれあい公園花いっぱい事業 １４年目 24,100 26,808 2,708

再 那珂まつり事業 １６年目 391,790 388,744 ▲ 3,046

再 那珂音頭普及事業 １２年目 14,052 1,346 ▲ 12,706

健 ウォーキング大会事業 ２年目 104,750 105,101 351

健 グラウンドゴルフ大会事業 １年目 31,650 27,529 ▲ 4,121

他 イルミネーション事業 １３年目 92,020 79,253 ▲ 12,767

他 広報事業 １２年目 87,000 83,600 ▲ 3,400

他 協議会運営事業 １３年目 101,750 97,073 ▲ 4,677

繰　越　金 0 73,347 73,347

合　　計 1,037,732 1,037,734 2



３　実施報告

［１　防犯・防災にかかる事業　］

事 業 名 見守り事業 実施年数 １７年目

事業期間  開始：１８年度  終了：　　年度

地域魅力発信
プランとの関連

活動方針
　テーマ　「躍動をはぐくむやすらぎと潤いのある地域」

基本目標
　ともに支え合い、安全で、安心して暮らせるまち

目　　的
（期待される効果）

　地域住民が安心して暮らせる安全なまちづくりのため、団体間の交流も図り
ながら、地域全体で見守り・防犯意識の高揚を図る

事業内容・手段

１　児童の見守りパトロール活動
　　　時　期　毎週月～金曜日　登下校時
　　　内　容　各通学路での見守り指導
　　　実施者　自治会・那珂小学校ＰＴＡ
２　防犯パトロール活動（青パト）
　　　時　期　毎週 水曜日　登下校時(７月、９月、１０月)
　　　実施者　那珂小校区見守り隊
３　青パトによる見守り・広報活動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事 業 費 　１４６，７９０円

対 象 者 那珂地区住民

年　度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 ０ 人 ０ 人

スタッフ １６１人 １７０人

合　計 １６１人 １７０人

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン
ケートの結果等）

　見守り活動に対して、地域住民から感謝の言葉を頂いている。　　　　　　　　　　
又、小学生の認知度もあがり声をかけてもらっている。

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ｂ Ｂ
広
報

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ Ａ Ａ

Ａ Ａ Ａ Ｂ

Ａ Ａ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）                                                                      

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

　那珂地区には老
人世帯が多く今後
の課題である

⑤事業の周知

回覧等により広報した

②住民の参加

　安全安心な地域
づくりに関心が高
く積極的に参加し
ている。 ⑥課題解決へ

の作用

　青パトを那珂小学校
ＰＴＡと有効に活用し
ている

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

　校区内全域をパ
トロールし、防犯
活動に努めている

⑦住民の満足
度

　事件・事故もなく見
守り事業に対して満足
して頂いた

④各種団体と
の連携

 那珂小学校ＰＴ
Ａと協力して見守
り活動を行ってい
る 事業継続の必要性 ㊒　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

　　実施計画表を作成して実施してスムーズな運営と活動が出来た。急用の担当者
が発生したが調整により代役も確保できた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
直前の確認を行って行きたい。

＜地域協議会からの意見（平成　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

＜地域協議会からの意見（平成　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します
　その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、
　次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



３　実施報告

［１　防犯・防災にかかる事業　］

事 業 名 防災訓練事業 実施年数 １７年目

事業期間  開始：１８年度  終了：　　年度

地域魅力発信
プランとの関連

活動方針
　テーマ　「躍動をはぐくむやすらぎと潤いのある地域」

基本目標
　ともに支え合い、安全で、安心して暮らせるまち

目　　的
（期待される効果）

　防災訓練を通して、地域の安心・安全なまちづくりを推進する

事業内容・手段

１　開催日
　令和４年９月４(日)に予定した防災訓練コロナ感染防止のため中止した。　　
但し、安否確認訓練は実施した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（那珂地区安否確認者９１名・スタッフ２４名）

事 業 費 　８，１４３円

対 象 者 　那珂地区住民

年　度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 ０人 ０人

スタッフ ２４人 ２３人

合　計 ２４人 ２３人

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン
ケートの結果等）

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ｂ Ｂ
広
報

Ｂ Ｂ

Ａ Ａ Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ａ Ａ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）                                                                      

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

高齢者が増え安否
の把握が困難にな
りつつある。

⑤事業の周知

機関誌配布により広報
した。

②住民の参加

各自治会による各
地区高齢者単身世
帯の安否確認を実
施した。 ⑥課題解決へ

の作用

コロナ禍での防災訓練
の有り方

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

コロナ禍で全体の
避難訓練が出来な
かった。

⑦住民の満足
度

④各種団体と
の連携

全体の防災訓練は
実施できなかった
が消防署・消防団
との事前打ち合わ
せは実施した。

事業継続の必要性 ㊒　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

　今年もコロナ感染防止の為防災訓練は各自治会の安否訓練のみであった。又、宮崎市から
支給の非常食及び協議会から軍手を各自治会へ支給は好評であった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
令和５年度は充実した避難訓練を実施したい。

＜地域協議会からの意見（平成　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

＜地域協議会からの意見（平成　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します
　その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、
　次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



３　実施報告

［２　環境に係る事業　］

事 業 名 石崎川ふれあい公園花いっぱい事業 実施年数 　１４年目

事業期間  開始：２１年度  終了：　　年度

地域魅力発信
プランとの関連

活動方針
　テーマ　「躍動をはぐくむやすらぎと潤いのある地域」

基本目標
　自然と共生し快適に暮らせるまち

目　　的
（期待される効果）

　那珂地域の中心的な公園として四季の花々を植栽し、地域住民の憩いの場を
作っていく

事業内容・手段

　環境部会員・婦人会・那珂小学校・小学校ＰＴＡと連携し、四季を通して公
園の管理と花の植栽を実施した
　１　公園の美化作業を実施
　　　　公園の草払い
　　　　花壇への花の植栽
　２　実施日
　　　　令和４年　５月２９日(日)
　　　　令和４年　８月２８日(日)
　　　　令和４年１１月２７日(日)
　３　定期的な施設管理
　　　　花壇の草取り等
　　　　トイレの清掃等
　　　　公園・駐車場清掃等

事 業 費 ２６,８０８円

対 象 者

年　度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 ８１人 １０８人

スタッフ ７２人 ６９人

合　計 １５３人 １７７人

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン
ケートの結果等）

・こども園や小学生・家族連れの利用やグラウンドゴルフの利用者から広くて
のびのびして利用できると前年度より利用者が増えてきた。　　　　　　　　　　　　
・グラウンドゴルフ利用者からはもう少し短く刈ってほしいと要望があった。

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ａ Ｂ
広
報

Ａ Ａ

Ａ Ａ Ａ Ａ

Ａ Ａ Ｂ Ｂ

Ａ Ａ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）                                                                      

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

これだけ広い公園
は近くに無く散歩
コースに多く利用
されている。 ⑤事業の周知

広報誌「なか」に記載
し事業結果等を各戸に
配布

②住民の参加

老人クラブや近く
の子供達がよく利
用している。

⑥課題解決へ
の作用

年間を通してきれいな
公園で住民に喜ばれて
いる。

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

喜ばれる公園を目
指して草刈り・花
植え・清掃等を実
施している。 ⑦住民の満足

度

集会及び回覧板等で満
足度の調査は出来な
かったが利用者には満
足して頂いている。

④各種団体と
の連携

地域住民・婦人
会・ふれあい公園
愛護会と連携して
実施している。 事業継続の必要性 ㊒　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

　 夏場のふれあい公園愛護会の協力を得て、きれいな公園として利用されている
　現状を維持していきたい。夏場は伸びない前に定期的な除草が必要である。

＜地域協議会からの意見（平成　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

＜地域協議会からの意見（平成　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します
　その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、
　次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



３　実施報告

［３　地域再生に係る事業　］

事 業 名 那珂まつり事業 実施年数 　１６年目

事業期間  開始：１９年度  終了：　　年度

地域魅力発信
プランとの関連

活動方針
　テーマ　「躍動をはぐくむやすらぎと潤いのある地域」

基本目標
　郷土を誇りに思い、心豊かな人が育つまち

目　　的
（期待される効果）

　那珂まつりを通して那珂地域の交流を深め地域の伝統行事等で交流を深める

事業内容・手段

那珂まつりの一環として昨年同様の「花火大会」を開催した。　　　　　　　　　　　　　
同時に抽選会も実施した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
那珂まつり実施日に開催していた作品展は那珂公民館の廊下にて那珂及び黒田　
こども園・那珂小学校・佐土原中学校の園児・児童・生徒の作品を１ケ月間　　
掲示した。　　　　　　　　　　　　　

事 業 費 　３８８，７４４円

対 象 者 　那珂地区住民

年　度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 約１０００ 人 約８００ 人

スタッフ ３０ 人 ３０ 人

合　計 約１０３０ 人 約８３０ 人

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン
ケートの結果等）

那珂まつりの一環として「花火大会」を開催した。　　　　　　　　　　　　　
今年度２回目だったが来年度も実施して欲しいとの要望が多数あった。

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ａ Ａ
広
報

Ａ Ａ

Ａ Ａ Ａ Ａ

Ａ Ａ Ａ Ａ

Ａ Ａ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）                                                                      

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

那珂住民の認知度
も上がり昨年より
は参加が多かった

⑤事業の周知

地区住民にチラシ配布
及びFaceBookやLINEに
て案内した。

②住民の参加

広報・FaceBook等
により呼びかけ又
抽選会効果で昨年
より多くの参加者
があった。

⑥課題解決へ
の作用

地域住民の協力を得て
好評の結果であった。

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

地域部会員を主体
に推進した。

⑦住民の満足
度

花火と抽選会共に好評
であった。

④各種団体と
の連携

地域部会（各自治
会・団体）中心に
実施できた。　　　　　　　

事業継続の必要性 ㊒　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

　令和５年度は３年間実施できなかった「那珂まつり」を計画しその一貫として　
好評の「花火大会」も予算を確保し実施したい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜地域協議会からの意見（平成　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

＜地域協議会からの意見（平成　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します
　その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、
　次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



３　実施報告

［３　地域再生に係る事業　］

事 業 名 那珂音頭普及事業 実施年数 　１２年目

事業期間  開始：２３年度  終了：　　年度

地域魅力発信
プランとの関連

活動方針
　テーマ　「躍動をはぐくむやすらぎと潤いのある地域」

基本目標
　郷土を誇りに思い、心豊かな人が育つまち

目　　的
（期待される効果）

　那珂音頭の踊りを通じて住民の健康を維持するとともに、住民相互のきずな
を深める

事業内容・手段

　那珂まつりの取り止めの為、那珂音頭の練習や総踊りができなかった。　　　
花火大会時に那珂音頭のＣＤを流しＣＤの無料配布を行い普及活動を実施した

事 業 費 　１，３４６円

対 象 者 　那珂地区住民

年　度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 ０ 人 ０ 人

小学生 ０ 人 ０ 人

スタッフ ２ 人 ０ 人

合　計 ２ 人 ０ 人

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン
ケートの結果等）

　那珂音頭の普及担当が高齢化しているので後継者育成の普及活動を進めてほ
しい。

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ｃ
広
報

Ｃ

Ｃ Ｂ

Ｂ Ｃ

Ｃ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）                                                                      

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

総踊りが実施でき
なかった。

⑤事業の周知

総踊りが実施できな
かった為広報活動がな
かった。

②住民の参加

総踊りが実施でき
なかった。

⑥課題解決へ
の作用

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

練習や総踊りが実
施できなかったが
普及の継続の為那
珂音頭ＣＤを配布
した。

⑦住民の満足
度

把握できなかった。

④各種団体と
の連携

事務局のみの対応
となった。

事業継続の必要性 ㊒　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

　那珂音頭普及事業は那珂まつりの中止に伴い那珂音頭総踊りができなかった。　　　　　　 
練習もできなかったため普及の進捗がなかった。
　令和５年度は今までの普及停滞を補うため普及活動を盛り上げたい。

＜地域協議会からの意見（平成　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

＜地域協議会からの意見（平成　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します
　その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、
　次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



３　実施報告

［４　健康づくりに係る事業　］

事 業 名 ウォーキング大会事業 実施年数 　２年目

事業期間  開始：令和３年度  終了：　　年度

地域魅力発信
プランとの関連

活動方針
　テーマ　「躍動をはぐくむやすらぎと潤いのある地域」

基本目標
　活気があふれ、いきいきと働けるまち

目　　的
（期待される効果）

　小学生から高齢者まで取り組めるウォーキング大会を通して、地域住民の健
康づくり、世代間の交流を深め、地域の活性化を推進する

事業内容・手段

１．ウォーキング大会内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（那珂地区内の安全なウォーキングルートを設定）　　　　　　　　　　　　　　
・・・コース途中にゲームや水分補給所設置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・・・ゴール後抽選会を実施　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２．開催日　：令和４年１１月２０日（日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
３．会場　　：那珂地区内ウォーキングコース（下村地区）　　　　　　　　　　　　　　　　
４．参加者　：１５１名

事 業 費 　１０５，１０１円

対 象 者 　那珂地区住民

年　度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 １３０人 ９４人

スタッフ ２１人 １８人

合　計 １５１人 １１２人

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン
ケートの結果等）

・適度な距離のコースであった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・子供からお年寄り迄の参加で家族３世代で参加できた。　　　　　　　　　　
・途中の給水所ではスタッフの対応がよかった。　　　　　　　　　　　　　
・最後の抽選会やクイズは盛り上がった。

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ａ Ａ
広
報

Ａ Ａ

Ａ Ａ Ａ Ａ

Ａ Ａ Ａ Ａ

Ａ Ａ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）                                                                      

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

コロナによる疲弊
していた地域のコ
ミュニケーション
向上につながっ
た。

⑤事業の周知

チラシ・SNS両面から
周知を行った。

②住民の参加

小学生から高齢者
までの幅広い参加
者があった。

⑥課題解決へ
の作用

生涯現役のきっかけづ
くりとなった。

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

楽しみながら地域
を知り健康促進に
もつながった。

⑦住民の満足
度

前回同様良かったとお
言葉を頂いた。

④各種団体と
の連携

企業からの協賛が
助かりました。

事業継続の必要性 ㊒　・　無

＜良かった点や改善した点等＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・笑顔あふれるコミュニケーションの場となった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・開始前雨模様の為開会式は屋内で行ったが感染を気にする声があった。

＜地域協議会からの意見（平成　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

＜地域協議会からの意見（平成　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します
　その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、
　次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



３　実施報告

［４　健康づくりに係る事業　］

事 業 名 グラウンドゴルフ大会事業 実施年数 　１年目

事業期間  開始：令和４年度  終了：　　年度

地域魅力発信
プランとの関連

活動方針
　テーマ　「躍動をはぐくむやすらぎと潤いのある地域」

基本目標
　活気があふれ、いきいきと働けるまち

目　　的
（期待される効果）

　子供からお年寄り迄グラウンドゴルフ競技を通じて世代間交流を図り校区内
及び地区間の親睦を深める

事業内容・手段

　コロナ感染防止の為室内競技(ミニバレーボール大会)を取りやめ室外での事
業を計画し令和５年２月１２(日)に第１回のグラウンドゴルフ大会を実施した　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１．グラウンドゴルフ大会内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・・・地域の老人クラブと共催したグラウンドゴルフ大会　　　　　　　　　　　　　　　　
２．開催日　：　令和５年２月１２日（日）　　　　　　　　　　　　　　　　　
３．会場　　：　石崎川ふれあい公園及び社会福祉協議会　　　　　　　　　　　
４．参加者　：　６８名

事 業 費 　２７，５２９円

対 象 者 　那珂地区住民

年　度 令和４年度

一般参加者 ４８ 人

スタッフ ２０ 人

合　計 ６８ 人

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン
ケートの結果等）

・グラウンドゴルフグラブのメンバーが久しぶりに会う交流の場であった。　　
・若い人と一緒にできて良かった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・賞品をもらえて良かった。　　　　

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ａ -
広
報

Ａ -

Ａ - Ａ -

Ａ - Ａ -

Ａ -

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）                                                                      

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

やる気・コミュニ
ケーションの場の
確保につながった

⑤事業の周知

チラシやSNS両面から
周知を行った。

②住民の参加

老人クラブを中心
に多数のグラウン
ドゴルフ愛好家の
参加応募があった ⑥課題解決へ

の作用

地域の中で自己の存在
が感じられ満足感へつ
ながった。

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

ホールインワンも
多数でやりがい向
上につながった。

⑦住民の満足
度

老人会の方が素人に教
えるという自己の存在
感が感じられた。

④各種団体と
の連携

企業からの協力依
頼もあり景品を増
やすことが出来て
非常に助かった。 事業継続の必要性 ㊒　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

・笑い声が絶えないグラウンドゴルフ大会であった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・プレイの順番（廻り方）が複雑になったのでスマートな廻り方にする。

＜地域協議会からの意見（平成　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

＜地域協議会からの意見（平成　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します
　その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、
　次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



３　実施報告

［５　その他の事業　］

事 業 名 イルミネーション事業 実施年数 　１３年目

事業期間  開始：２２年度  終了：　　年度

地域魅力発信
プランとの関連

活動方針
　テーマ　「躍動をはぐくむやすらぎと潤いのある地域」

基本目標
　自然と共生し快適に暮らせるまち

目　　的
（期待される効果）

　那珂地域のシンボルとして、イルミネーションの飾り付けを実施し、地域の
活性化に寄与する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事業内容・手段

例年通り那珂地区の中心である那珂地区公民館の屋上。壁面、駐車場等にイル
ミネーションの飾付を実施した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
今年度は太陽光電池にてのイルミネーションを新たに設置した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１．点灯期間　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・・令和４年１１月２７日（日）～　令和５年１月２１日（土）　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２．点灯時間　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・・１７時００分　～　２２時３０分（５時間３０分間）

事 業 費 　７９，２５３円

対 象 者 　那珂地区住民

年　度 令和４年度 令和３年度

一般参加者  人  人

スタッフ ３０ 人 ２６ 人

合　計 ３０ 人 ２６ 人

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン
ケートの結果等）

・わざわざ公民館に見に来た家族がいた。　　　　　　　　　　　　　　　　　
・通行中に駐車して鑑賞していた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・毎年同じようなパターンの為違ったパターンにしたらという意見があった。

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ａ Ａ
広
報

Ａ Ａ

Ｂ Ｂ Ａ Ａ

Ａ Ａ Ａ Ａ

Ｂ Ｂ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）                                                                      

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

新規にソーラーイ
ルミネーションを
追加した。

⑤事業の周知

広報誌「なか」に掲載
及びSNSにて周知した

②住民の参加

子供連れの家族が
イルミネーション
を鑑賞していた。

⑥課題解決へ
の作用

イルミネーションの老
朽化で点灯していない
電球が多くなった。

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

部会員の協力で飾
付が出来て部会員
のつながりもでき
て良かった。 ⑦住民の満足

度

年末年始の夜景が　　　
グレードアップされて
好評である

④各種団体と
の連携

事業継続の必要性 ㊒　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

他の施設や沿道に設置されているイルミネーションに比べて色・デザインとも立派
できれいにできた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
一部点灯していない電球を撤去して飾付をする。

＜地域協議会からの意見（平成　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

＜地域協議会からの意見（平成　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します
　その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、
　次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



３　実施報告

［５　その他の事業　］

事 業 名 広報事業 実施年数 　１２年目

事業期間  開始：２３年度  終了：　　年度

地域魅力発信
プランとの関連

活動方針
　テーマ　「躍動をはぐくむやすらぎと潤いのある地域」

基本目標
　郷土を誇りに思い、心豊かな人が育つまち

目　　的
（期待される効果）

　地域住民に地域づくり協議会の活動を広報、周知する

事業内容・手段

　広報誌「なか」を制作し、各世帯に配布した
　　第５６号　令和４年　８月　１日発行（A3版）
　　第５７号　令和４年１２月１５日発行（A3版）　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・・第５８号　令和５年　３月２２日発行（A4版）　　　　
本年度はA３版にて発行したが５８号はイベントが少なくA4版とした。　　
又、FacebookとLINEの公式アカウントを作成し登録し広報誌を送付した　　　　　
他イベント情報等を提供した。　

事 業 費 　８３，６００円

対 象 者 　那珂地区住民

年　度 令和４年度 令和３年度

一般参加者  ０人  ０人

スタッフ  ５人  ８人

合　計  ５人  ８人

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン
ケートの結果等）

・写真が多く掲載されていると高評価であった。　　　　　　　　　　　　　　　
・A４版からA３版にして好評であった。

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ａ Ｂ
広
報

Ａ Ｂ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｃ

Ｂ Ｂ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）                                                                      

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

イベント事業の地
域の方の写真を多
く盛り込み掲載し
た。 ⑤事業の周知

　広報誌「なか」及び
SNSを通じて広報した　　　　
又、各自治会をとおし
て各世帯に広報誌を配
布した

②住民の参加
⑥課題解決へ
の作用

　実施した各事業につ
いて地域住民に周知す
ることができた

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

⑦住民の満足
度

昨年に引き続きA3判発
行となったが盛りだく
さんで高評価であっ
た。

④各種団体と
の連携

　各自治会、団体
等と連携して掲載
している

事業継続の必要性 ㊒　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

　事業の高評価は広報の評価につながる為、来年度は事業内容を工夫してもっと地
域住民の声を反映させた広報紙にしたい。

＜地域協議会からの意見（平成　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

＜地域協議会からの意見（平成　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します
　その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、
　次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



３　実施報告

［５　その他の事業　］

事 業 名 協議会運営事業 実施年数 １３年目

事業期間  開始：２２年度  終了：　　年度

地域魅力発信
プランとの関連

活動方針
　テーマ　「躍動をはぐくむやすらぎと潤いのある地域」

基本目標
　郷土を誇りに思い、心豊かな人が育つまち

目　　的
（期待される効果）

　地域づくり協議会の運営を補助し、活動を活発にする

事業内容・手段

　各自治会、各団体及び各部会員等との連絡調整を行い、総会等、各種会議を
開催の計画をしたがコロナ感染防止対応で開催できなかった会議があった。
　・総会（中止し書面決議の対応）５月６日　書面決議の可決決議
　・運営委員会　開催日：4月13日　11月16日　2月22日
　・役員会　開催日：4月6日,5月2日,6月15日,7月27日,9月22日              
・・10月19日,令和５年2月15日
　・合同部会（中止し個別部会の実施）

事 業 費 　９７，０７３円

対 象 者 　協議会全体

年　度 令和４年度 令和３年度

一般参加者  人  人

スタッフ  ２人  ２人

合　計  ２人  ２人

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン
ケートの結果等）

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ａ Ａ
広
報

Ａ

Ａ Ａ Ａ Ａ

Ｂ Ｂ Ａ Ａ

Ａ Ｂ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）                                                                      

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

会議参加者の都合
を把握して最大の
参加者で開催実施
した。 ⑤事業の周知

広報誌「なか」で事業
の周知を実施　　　　　　　
また、SNSを利用した
会議案内及び事業の広
報を実施した。

②住民の参加

　各種会議に各自
治会、各団体から
参加して頂いた。

⑥課題解決へ
の作用

　今年もコロナ感染防
止対応の為会議等があ
りイレギュラーの会議
があったが事業等の運
営は円滑にできた。

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

⑦住民の満足
度

各事業等計画通りに開
催できた。各事業とも
地域の方には高評価で
あった

④各種団体と
の連携

各自治会、各団体
等と連携して実施
している

事業継続の必要性 ㊒　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

　総会、運営委員会、役員会等のコロナ感染防止対応で開催できなかった会議等が
あったが開催した会議等はスムーズな運営ができた。

＜地域協議会からの意見（平成　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

＜地域協議会からの意見（平成　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します
　その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、
　次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



通信費

（様式第７号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

佐土原地域自治区　　　　　　

那珂小学校区地域づくり協議会

事　業　名 見守り事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 146,790 

２ 補助金 0 

３ 負担金 0 

４ 合計（Ａ） 146,790 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金

２ 報償費

３ 旅費

需用費 24,903 消耗品費　 3,903 

　ﾊﾝﾄﾞﾀｲﾌﾟﾏｲｸﾛﾎﾝ　　　　　￥ 3,903

燃料費 21,000 

　ガソリン代＠3,000*7　　

　　　　　 （約122L） 　　￥21,000

役務費 121,887 1,260 

　切手代＠84*15　　　　　 ￥ 1,260

保険料 76,600 

　自賠責保険料　　　　　　￥19,730　

　任意保険料　　　　　　　￥56,870　

点検整備料 30,327 

　車検作業料　　　　　　　￥30,327

公課費 13,700 

　軽自動車税　　　　　　　￥ 7,200

　重量税、検査登録印紙代　￥ 6,500

６ 委託料

７ 使用料及び賃借料

８ 工事請負費

９ 原材料費

１０ 備品購入費 0 

１１ 積立金

１２ 合計（Ｂ） 146,790 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 0 

４

５



（様式第７号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

佐土原地域自治区　　　　　　

那珂小学校区地域づくり協議会

事　業　名 防災訓練事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 8,143 

２ 補助金 0 

３ 負担金 0 

４ 合計（Ａ） 8,143 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金

２ 報償費

３ 旅費

４ 需用費 8,143 消耗品費 8,143 

　　自治会配布用ポリ袋ほか　　￥ 8,143

５ 役務費 0 通信費 0 

６ 委託料

使用料及び賃借料 0 使用料 0 

　体育館使用料￥1,650（訓練中止の為返金）

８ 工事請負費

９ 原材料費

１０ 備品購入費

１１ 積立金

１２ 合計（Ｂ） 8,143 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 0 

７



消耗品費

食糧費

通信費

（様式第７号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

佐土原地域自治区　　　　　　

那珂小学校区地域づくり協議会

事　業　名 石崎川ふれあい公園花いっぱい事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 26,808 

２ 補助金 0 

３ 負担金 0 

４ 合計（Ａ） 26,808 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金

２ 報償費

３ 旅費

需用費 24,288 21,480 

　苗代（190株）　　　 　　￥20,000

　花壇用シート押え杭代　　￥ 1,480

2,808 

　飲み物代＠108*26　　　　￥ 2,808

役務費 2,520 2,520 

　はがき代　＠63*40 　　　￥ 2,520

６ 委託料

７ 使用料及び賃借料

８ 工事請負費

９ 原材料費

１０ 備品購入費

１１ 積立金

１２ 合計（Ｂ） 26,808 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 0 

４

５



消耗品費

委託料

（様式第７号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

佐土原地域自治区　　　　　　

那珂小学校区地域づくり協議会

事　業　名 那珂まつり事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 311,612 

２ 繰越金 77,132 

３ 補助金

４ 負担金

５ その他

６ 合計（Ａ） 388,744 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金

２ 報償費 0 

３ 旅費

需用費 107,532 78,657 

食糧費 28,000 

燃料費 875 

　発電機用ガソリン代＠175*5　

役務費 24,042 通信費 7,392 

　はがき代＠63*60　　　　 ￥ 3,780

　切手代　＠84*43　　　　 ￥ 3,612

手数料 16,650 

　クリーニング代＠350*25　￥ 8,750

　花火打上許可申請手数料　￥ 7,900

委託料 252,050 252,050 

　テント等リース料ほか　　￥50,050

　花火打上げ費用　　　　 ￥202,000

使用料及び賃借料 5,120 使用料 5,120 

　駐車場使用料　　　　　　￥ 5,120

８ 工事請負費

９ 原材料費

１０ 備品購入費

１１ 積立金

１２ 合計（Ｂ） 388,744 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 0 

４

　事務用品等　　　　　　　￥ 7,957
　景品・透明ﾋﾞﾆｰﾙ袋・お菓子等
　（800名分）　　  　　　 ￥70,700

　花火大会時夕食代お茶付き　　
　　（14：00～20：30）　　＠700*40

６

７

５



消耗品費

　ＣＤ代　　　　　　　￥1,346

（様式第７号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

佐土原地域自治区　　　　　　

那珂小学校区地域づくり協議会

事　業　名 那珂音頭普及事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 1,346 

２ 補助金 0 

３ 負担金 0 

４ 合計（Ａ） 1,346 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金

２ 報償費

３ 旅費

需用費 1,346 1,346 

役務費

６ 委託料

７ 使用料及び賃借料

８ 工事請負費

９ 原材料費

１０ 備品購入費

１１ 積立金

１２ 合計（Ｂ） 1,346 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 0 

４

５



保険料

（様式第７号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

佐土原地域自治区　　　　　　

那珂小学校区地域づくり協議会

事　業　名 ウォーキング大会事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 105,101 

２ 補助金 0 

３ 負担金 0 

４ 合計（Ａ） 105,101 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金

２ 報償費

３ 旅費

需用費 69,301 消耗品費 69,301 

　景品代130名分　　　　　￥59,326

　ゲーム材料費　　　　 　￥ 9,975

役務費 12,700 5,000 

　損害保険料100名分　　　￥ 5,000

手数料 7,700 

　ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ代＠350*22　　　￥ 7,700

委託料 23,100 委託料 23,100 

　テントレンタル費用　　 ￥23,100

使用料及び賃借料

８ 工事請負費

９ 原材料費

１０ 備品購入費

１１ 積立金

１２ 合計（Ｂ） 105,101 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 0 

４

５

６

７



消耗品費

　損害保険料＠50*60　　　 ￥ 3,000

（様式第７号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

佐土原地域自治区　　　　　　

那珂小学校区地域づくり協議会

事　業　名 グラウンドゴルフ大会事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 27,529 

２ 補助金 0 

３ 負担金 0 

４ 合計（Ａ） 27,529 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金

２ 報償費

３ 旅費

４ 需用費 17,419 17,419 

　景品代60名分　　　　　　￥17,089

　材料費　　　　　　　　　￥　 330

５ 役務費 5,373 通信費 2,373 

　はがき代＠63*15　　　　 ￥   945

　切手代　＠84*17　　　 　￥ 1,428

保険料 3,000 

６ 委託料

使用料及び賃借料 4,737 駐車場使用料　　　　 4,737 

　　　　　　　　　　　　　￥ 4,737

８ 工事請負費

９ 原材料費

１０ 備品購入費

１１ 積立金

１２ 合計（Ｂ） 27,529 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 0 

７



消耗品費

　（＠3,999*4，＠7,980*4、値引き-2,210）

使用料

（様式第７号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

佐土原地域自治区　　　　　　

那珂小学校区地域づくり協議会

事　業　名 イルミネーション事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 79,253 

２ 補助金 0 

３ 負担金 0 

４ 合計（Ａ） 79,253 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金

２ 報償費

３ 旅費

４ 需用費 51,513 51,513 

　ｲﾙﾐﾈｰｼｮﾝほか　　　　 　￥45,706

　延長ｺｰﾄﾞ　　　　　　　 ￥ 3,555

　材料費              　 ￥ 2,252

役務費 2,520 通信費 2,520 

　はがき代＠63*40　　　　￥ 2,520

６ 委託料

使用料及び賃借料 5,720 5,720 

　電気使用料　11月分￥413、12月分￥3,271

　　　　　　　 1月分￥2,036

８ 工事請負費

９ 原材料費

備品購入費 19,500 備品費 19,500 

　はしご　＠19,500*1

１１ 積立金

１２ 合計（Ｂ） 79,253 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 0 

５

７

１０



（様式第７号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

佐土原地域自治区　　　　　　

那珂小学校区地域づくり協議会

事　業　名 広報事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 83,600 

２ 補助金 0 

３ 負担金 0 

４ 合計（Ａ） 83,600 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金

２ 報償費

３ 旅費

需用費 83,600 印刷費 83,600 

　広報紙印刷代（A3両面）　￥41,800*2回

役務費

６ 委託料

７ 使用料及び賃借料

８ 工事請負費

９ 原材料費

１０ 備品購入費

１１ 積立金

１２ 合計（Ｂ） 83,600 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 0 

４

５



通信費

リース料

（様式第７号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

佐土原地域自治区　　　　　　

那珂小学校区地域づくり協議会

事　業　名 協議会運営事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 97,073 

２ 補助金 0 

３ 負担金 0 

４ 合計（Ａ） 97,073 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金

２ 報償費

３ 旅費

需用費 47,063 消耗品費 47,063 

　ﾄﾅｰ＠11,200*1　ｲﾝｸｶｰﾄﾘｯｼﾞ＠1,216*2

　ｲﾝｸｶｰﾄﾘｯｼﾞ＠1,196*2

　ﾘｿｸﾞﾗﾌｲﾝｸ＠8250*1

　ｺﾋﾟｰ用紙＠5,893*2　＠3,190*3

　ﾌｧｲﾙ、ﾍﾟﾝほか　￥1,433

役務費 17,610 17,610 

　切手代　＠140*64　＠210*1　＠250*1

　　　　　　　　　　　　　￥ 9,420

　はがき代　＠63*130　　　￥ 8,190

６ 委託料

使用料及び賃借料 32,400 32,400 

　プリンターリース料　　　￥32,400

８ 工事請負費

９ 原材料費

１０ 備品購入費

１１ 積立金

１２ 合計（Ｂ） 97,073 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 0 

５

７

４



円

（様式第9号）

宮崎市地域コミュニティ活動交付金繰越届出書

令和５年 　 月 　 日

　宮　崎　市　長　　殿

主たる事務所の所在地  宮崎市佐土原町東上那珂１４５０２番地

名 称  那珂小学校区地域づくり協議会

代 表 者 の 氏 名 三　浦　秀　明

電 話 番 号   ０９８５－７４－０１７８

  令和 ４年 ５月２７日付で交付決定のありました地域コミュニティ活動交付金につい
ては、決算において７３，３４７円の残金があり、繰越金として次年度の会計へ繰り越
しますので届け出ます。

　繰越金内訳

基礎交付金 ７３，３４７

添　付　書　類

令和４年度収支決算（見込）書


